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Ｃ 図書館の実態・課題 

 施設概要 

市では、図書館を 8 施設保有しています（中央図書館と地域館７館）。また、移動図書館車３台のほか、市民

文学館でも図書館サービスを行っています。さらに、他部と連携し、市内４つの公共施設で予約資料受渡しサービス

を実施しています。 

 

〔施設一覧〕 

地域 複合 施設名 面積（㎡） 築年 複合施設等 

町田中心  中央図書館 5,968 1989  

町田中心  さるびあ図書館 1,318 1971  

鶴川 ○ 鶴川駅前図書館   2012 町田市鶴川緑の交流館 

鶴川  鶴川図書館 260 1967  

南  金森図書館 1,500 1999  

忠生 ○ 忠生図書館   2015 忠生市民センター 

本町田 

薬師池 

 
木曽山崎図書館 320 1975 

 

相原 ○ 堺図書館   1982 堺市民センター 

 

 

 実態と課題 

〔配置〕  町田駅周辺と鶴川駅周辺の図書館は配置が重複している。 

〔建物〕  8 施設中 4 施設で築 30年以上経過しており、施設の改修時期を迎えている。 

〔機能〕  予約・リクエストサービスをはじめ、移動図書館、相互利用サービス、レファレンスサービス、障が

い者サービス、児童サービス等、さまざまな形で図書館サービスの充実を図っている。なお、視

聴覚資料の貸出は中央図書館でのみ行われている。 

〔利用〕  市内 8 か所の図書館の合計年間貸出冊数は 400万冊前後で推移している。 

 図書館別の年間貸出冊数は新規開館の図書館以外、減少傾向にある。 

 予約資料受渡しサービスは増加傾向にある。 

 相互利用サービスによる他市の市民が町田市立図書館から借りる点数は、町田市民が他市

の図書館から借りる点数よりも多い。 

〔運営〕  全施設が直営である。 

〔コスト〕  貸出資料 1 点当たり費用は 126円から 464 円とやや開きがある。 
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 4 つの視点から 

行政関与の必要性 

・ 「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」（文部科学省、平成 24年改正）では、市町村は市町村立

図書館及び分館等の設置に努めることとしており、条例に基づき設置している。 

 

設置目的との整合性 

・ 図書サービスが提供されており、設置目的との整合性があるといえるが、図書を活用せずに行う学習や居場

所として利用されている実態もある。 

 

利用状況の妥当性 

・ 新規開館の図書館を除くと貸出冊数は減少傾向にある。 

・ 小山市民センター、南町田駅前連絡所での予約資料受け渡しは利用が増加傾向にある。 

 

施設の代替性 

・ 町田駅周辺と鶴川駅周辺には複数の図書館が重複して配置されており、集約の検討が可能。 

・ 他市へのアクセスが可能な地域では、相互利用図書館の利用が可能。 

 

 

 

  

〔現状・課題のまとめ〕 

図書館サービスは行政で確保していく必要性が高いサービスですが、一部の図書館は配置が近接し

ており集約の検討が可能です。また、貸出冊数は、予約資料受け渡し分は増加傾向にありますが、

貸出冊数総数は減少傾向にあります。サービスの利便性向上だけでなく、多くの人が図書に触れる

機会を新たに創出できるかが課題です。 
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⊳Ｃ 図書館の今後の方向性 

 

 再編後のイメージ例 

☆彡 

 他の施設へ複合化することで、より多くの人が図書に触れる機会を創出します。 

 他の機能と連携することで、市民等の活力を活かした、図書に関連した新たなサービスが展開されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今後の方向性 

集約化や複合化・多機能化により建物の総量を圧縮しつつ、地域の活動拠点に機能を移転することで、本に触れ

親しむ機会や本を通じた交流の機会を増やす。また、市民等の活力を活かした図書に関連した新たなサービスによ

り図書に親しむ機会や場の充足を目指す。 

 

 配置が近接している図書館は集約を検討する。 

 複合施設でない地域館は周辺学校の大規模改修や建替えの時期を捉えて、複合化する。 

 効率的・効果的な図書館サービスの提供について検討する。 

 

  

集約 複・多 民 
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～こんな取り組みも始まっています～ 

 

志木市立いろは遊学図書館 

志木市立いろは遊学図書館は、いろは遊学館（公民館）、市立志木市小学校とともに複合施設

として設置されています。いろは遊学図書館は地域に開かれた図書館として、棟や入口は違

うものの明確な区分はほとんどなく、児童と地域の人が同じ時間に利用しています。この取

組みは、「学校教育」と「社会教育」の垣根を取り払い、お互いを補うことで高い効果を生み

出すことを目指しています。 

神戸市 アウトドアライブラリー 

神戸市の中心部にある公園である東遊園地では、市民有志の実行委員組織により公園に図書

館をつくる「アウトドアライブラリー」という建物にとらわれないオープンスペースを活用

した社会実験が行われました。本は市民がおすすめの１冊を持ち寄り、公園に設置された本

棚に置かれます。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
児童と地域の人が 

一緒に使う 

 

 

＜アウトドアライブラリー＞ ＜志木小学校＞ 

本棚が置かれた公園 

参考 
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